
（令和２年9月30日現在） 

経営方針

当会では、「静岡県信連グループ中期経営計画（2020～2022年度）」において、

「Agrigional Coordinator～食と農を未来へ ヒトと地域をつなぐ信連へ～」をビジョンとして掲げ、

静岡の誇る食と農を未来へつないでいくため、ヒトと地域、食農分野をつなぎ、静岡の農業の発展に

なくてはならない存在となることを目指し、取り組んでいます。

静岡県信連について

１．静岡県信連の概要

● 設 立： 昭和２３年８月

● 住 所： 静岡市駿河区曲金三丁目８番１号

● 会 員 数 ： ５１会員（正会員３１会員／准会員２０会員）

● 出 資 金 ： １，６１３億円

● 役 員 数 ： 経営管理委員１６名／理事５名／監事４名

● 職 員 数 ： ２６９名（男子１７０名／女子９９名）

● 店舗体制： 本店／富士営業部／浜松支店

２．経営方針

当会は、“農業金融を協同の精神で支援する県単位の連合組織金融機関”であるとともに、

“地域社会と地域経済に密着した金融機関”として会員・お客さまの期待と信頼にこたえるこ

とを使命とします。

● 連合組織金融機関として調和を大切に効率的な組織機能を発揮します。

● 創造性ある金融サービスをとおして地域社会と夢のあるつながりを目指します。

● 社会的責任を自覚した健全経営を行います。

理 念

３．静岡県信連グループ中期経営計画
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　当会は、平成２８年度より「JAバンク静岡アグリサポートプログラム」を実施し、静岡県内農業者の

所得向上に向けた金融支援、並びに将来の農業担い手育成支援を実施しております。

①ＪＡバンク静岡保証料助成

　農業資金のお借入をされる農業者を支援するため、保証料助成による金融支援を行っています。

②JAバンク利子補給

　農業資金の融資を受ける農業者の借入負担の軽減を図り、経営をバックアップするため、利子補給に

よる金融支援を行っています。

③自然災害等による農業被害への金融支援

　台風・凍霜害・雪害等の自然災害や新型コロナウイルス感染症により影響を受けられた農業者へ

利子補給・保証料助成による金融支援を実施しています。

④担い手育成支援

　農畜産業の担い手の育成や、地域農業基盤の振興・発展及び地域活性化につなげるため、県内の農業高

高校等の学生が行う研究等に対して費用助成を行っています。

農業を取巻く状況は厳しさを増すな

か、ＪＡグループは平成26年に自らの

改革として「ＪＡグループ自己改革」

を策定しました。

ＪＡバンクもＪＡグループの一員と

してこれまで以上に農業・地域に貢献

していくため、信用事業の取組みを

「ＪＡバンク自己改革」として取りま

とめ実践してきました。

当会におきましても、ＪＡバンク静

岡アグリサポートプログラムをはじめ

とした農業者支援やＪＡらしい金融

サービスの提供等の県域施策を推し進

め、今後も引き続き、農業所得増大・

地域活性化に結び付く取組みを継続し

ていきます。

４．ＪＡバンク自己改革の取組み

５．農業メインバンク機能の強化等にかかる取組み

《研究等に対する助成金目録贈呈式（令和２年７月21日）》
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